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鎌田 勉 ･亀田和夫 (北大 ･歯 ･生理)
反応時間測定による行動学的な聴力曲線をとる
と､ニホンザル (およびチンパンジー)では､2
および8kHzの問の周波数の音に対して閲値が低
い部分が生じ､いわゆるW字型の曲線となる｡こ
れを電気生理学的に検証するために､聴性脳幹反
応 (ABR)､蛸牛マイクロホン電位 (CM)､校合
活動電位 (AP)を記録して閥値を求めようとし
た｡ニホンザル延べ5頭からABR､CMまたは
APを､日本光電社製NeuropackⅡを使用して記
録したoABRはヒトに準じて頭頂 ･耳だ問の磁
位を2048回加算して得た｡CM､APは銀ポール
電極を鼓膜の近くに電極のりで固定し､それぞれ
128回､または512回加算して得た｡ニホンザル1
頭について直接､CM､APを正円窓に銀ポール
電極を置いて記録することを試みた｡これは術中､
耳小骨を破損して正確なデータを得ることができ
なかった｡
ABRの結果は1､2､4､6､8kHzでの閥値が
8回測定の平均で58.7､44.4､49.4､54.4､
41.9dBSPLであった｡このように閥値は8kHzで
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